
安曇野市豊科郷土博物館

安曇野の自然や歴史、民俗をくわしく
学ぶことができます。１階の常設展では
「祭り」をテーマに、オフネ祭り、道祖神
祭り、おうちでおこなわれる祭りなどを
紹介しています。そのほかワークショッ
プや講座なども行っています。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市豊科4289-8
0263-72-5672
9：00～17：00（入館は16：30まで）
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・年末年始
一般100円

安曇野ゆかりの作家や国内外で活躍し
た作家の作品を常設展示しています。
近代彫刻家　高田博厚や森鷗外の小
説にも登場する画家　宮芳平の作品を
多く収蔵しています。年に数回の特別展
とワークショップなども行っています。

住 所
電 話
開 館 時 間
休 館 日

入 館 料
※特別展によって料金が異なります。　（春の特別展は、市内在住70歳以上も一般料金）

安曇野市豊科5609-3
0263-73-5638
9：00～17：00（入館は16：30まで）
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・年末年始
臨時休館　４月23日（木）～5月1日（金） 、６月２日（火）～６月５日（金）
一般520円／高校・大学生310円

安曇野髙橋節郎記念美術館田淵行男記念館

安曇野に住み、山の写真を撮影したり、昆虫の
研究をした安曇野市の名誉市民　田淵行男
の写真作品や、蝶の水彩画を展示しています。
そのほかの写真家などによる展覧会も行って
います。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市豊科南穂高5078-2
0263-72-9964
9：00～17：00
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・年末年始
一般310円

穂高出身で、漆を使って新しい芸術を作り
出した、名誉市民　髙橋節郎を紹介して
います。髙橋は、安曇野の自然や子どもの
頃の思い出をテーマに作品を作りました。
江戸時代に建てられた髙橋の生家や、季
節ごとに美しい庭園も見どころです。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市穂高北穂高408-1
0263-81-3030
9：00～17：00
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・年末年始
一般410円／高校・大学生310円

安曇野市穂高郷土資料館

穂高地域の昔のくらしがわかる資料館で
す。普段のくらしや米作りなどで、人々が
使っていた道具のほか、ずっと昔に作られた
縄文土器も見られます。となりには NHK の
ラジオドラマゆかりの鐘の鳴る丘集会所が
あります。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市穂高有明7327-72
0263-83-8844
9：00～17：00（入館は16：30まで）
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・冬期（12月28日～2月末日）
一般100円

安曇野市文書館安曇野市穂高陶芸会館

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市穂高8414-17
0263-82-6750
9：00～17：00
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・冬期（12月28日～3月1日）
一般200円（体験料は別途）

市役所で作られた公文書や、学校資
料、地域の各家にあった古文書を保
管しています。地域の歴史を調べたい
人は資料を見ることができます。文書
の他にも、古い地図や写真があります。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市堀金烏川2753-１
0263-71-5123
9：00～17：00
土曜日・祝日・年末年始
無料

飯沼飛行士記念館

1937年、「神風号」で東京-ロンドン
間を世界一の速さで飛行し、日本で初
めての世界新記録を打ち立てた飯沼
正明飛行士を紹介しています。日本や
世界の人々が熱狂した当時の新聞や
写真パネル等を展示しています。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市豊科南穂高3888
0263-72-9045
9：00～17：00
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・冬期（12月15日～2月末日）
一般410円

来館記
念

スタン
プ

らい か
ん き ねん

市内の各地区で行われているオフネ祭り
について紹介しています。

外観

田淵行男（1905-1989）

広耳把手付土器

（他谷遺跡出土）

文書館で保管している古文書黒釉水がめ

明治初年に作られた、貯水用の甕ドウダンツツジが紅葉する秋の記念館

貞享義民記念館

約 340年前の江戸時代。松本平では作物が
とれない年が続き、年貢も増えて百姓たちは
苦しんでいました。人々を救うため、加助たち
が命をかけて立ち上がります。この大きな騒
動を、迫力のしかけ映像と資料で体感しよう。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市三郷明盛3209
0263-77-7550
9：00～17：00（入館は16：30まで）
月曜日（祝日の場合はその翌日）・年末年始
一般310円　無料開館 11月21日（土）～11月23日（月・祝）

たたりを恐れて作られた！？
加助様座像

中信地方で江戸時代から使用されて
きた、甕や徳利などの陶器を展示して
います。カップやお皿などを自由に制
作もできます。6月から7月は、約130
本のアジサイが見頃になります。

臼井吉見文学館

安曇野の名を世に広めた小説
『安曇野』の作者である臼井吉見
の生原稿や写真等の資料を展
示しています。また、執筆にあたっ
た書斎も再現しており、仕事ぶり
をかいま見ることができます。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市堀金烏川2701
0263-71-5123（安曇野市文書館）
9：00～17：00
土曜日・祝日・年末年始
無料

小説『安曇野』を執筆し
ている頃の臼井です。
『安曇野』の最終巻で
ある第５部が昭和 49
（1974）年に発刊されま
した。27回増刷される
ほどの人気を得ました。

レンガ色の屋根が目印の美術館です。隣に
は無料で入れるバラ園もあります。

安曇野市美術館
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安曇野市教育委員会 

● 全館中学生以下無料（未就学児含む）
● 本パスポートの提示により、付き添いの保護者 1名様に限り
　 入館料が無料になります。

2027.3.31
まで

有効期限

安曇野市



4つのマナーを守りましょう美術館・博物館へ

来館される

みなさんへ

4 5 6 7 8  9 10 11 12 1 2 3

臼井吉見文学館

安曇野市文書館

貞享義民記念館

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

飯沼飛行士記念館

●７.12-14:00～15:30 ●令和9年 ３.14-13:30～14:00
　臼井吉見文学館「春の講演会」臼井吉見文学館れんげ忌講演会「『安曇野』に描かれた木下尚江」　講師：中島国彦氏（日本近代文学館前館長）

●10.18-13:30～15:00　第18回文書館講演会●９.27-13:30～15:00

　講座  「町村名の変遷と市町村章」
●2.14-13:30～15:00

　バックヤードツアー ～文書館って何するところ～？

●6.13 歴史バスたんけん「貞享騒動旧跡巡り」
●8.８ 夏休みワークショップ  「消しゴムハンコをつくろう」●６.27-７.５ やさしさをデザインする

「人権ポスター展」

松本藩もう一つの大事件！「企画展赤蓑騒動200年」

●8.9 夏休みワークショップ  その２

●8.1-10:00～16:00
　スクラッチアート

夏の企画展「丘陵好日」

●11.28 赤蓑騒動のひみつをバスで探検「赤蓑騒動旧跡巡り」●11.21～23 貞享騒動 340年 無料開館

●5.27-午前
むかしの城下町を探検しよう！
「松本城下町ウォーク」

1330 23

前期企画展「望月桂　自由を扶くひと　― 犀川凡太郎の人生漫歩―」10 30 後期企画展「古文書に見る安曇野～地名編～」 企画展「未公開フィルム復活」

ミュージアムカード 
各館で配布中！
集めて並べると１枚の
写真になるよ！！

13 27 １.17 31

田淵行男写真展「影の山岳写真」
3021

22

28 30 27 293.31

1 20

20

22 令和9年4月まで

田淵行男細密画展「蝶の近縁種」 栗田貞多男写真展 丸山隆写真展

展覧会・イベント
スケジュール

展覧会・イベント
スケジュール

安曇野市
豊科郷土博物館

安曇野市美術館

田淵行男記念館

安曇野髙橋節郎
記念美術館

安曇野市
穂高陶芸会館

安曇野市
穂高郷土資料館

ローズ
ウイーク

常設展

6

春季企画展

「土の中からの贈り物」

6 28
第21回ボタニカル
　　　アート展 

第40回写真展

20 ５月中旬
春期企画展　（仮）米って何だろう？第23回絵手紙展

第11回戦時生活展

第72回新春書芸展

冬季特別展
●9.12　講演会
    「（仮）安曇野の化石」

●10.10　講演会
    「（仮）生態系を支える
    菌類の世界」

21
常設展リニューアル　(仮)「安曇野の大地が織りなす自然と暮らし」

常設展　安曇野コレクション展　　シーズンごと展示替えを行い、高田博厚や宮芳平、安曇野ゆかりの作家の作品を展示します

望月桂 自由を扶くひと 第78回
長野県美術展

安曇野市
学校美術部展（仮）

※都合により日程を変更する場合があります。

7 11

●11.15-13:30～15:00　講座 「絵地図からよみとる安曇野」（子ども向け講座）●６.21-13:30～15:00　講演会「安曇野市文書館と調査団との協働」

●５.17-13:30～15:00　講座「望月桂  ～入門編～」 ● 7.26-13:30～15:00

　講演会「手稿がひらく美術史と社会史」

●8.8- 9:30～の部、13:30～の部  夏の親子陶芸教室 ●11.14-9:30～の部  秋の親子陶芸教室

●3.20

春の親子陶芸教室
9:30～の部

令和8年 5月2日土～5月31日日

毎月第3日曜日は、団体料金で作陶体験ができます。 

● 走らない
● 食べたり飲んだりしない
● さわらない
● おしゃべりは小さな声で

入館料について

特別展により入館料が

変更になることがありますので

ご注意ください。

無料開館
安曇野市教育委員会　事務局
教育部　文化課　文化振興担当 
安曇野市豊科6000番地
tel.0263-71-2463

名前
な まえ

学校名・園名
がっこうめい えんめい

問合せ先

春の特別展「第118回日展　安曇野展」

「日本画」「洋画」「彫刻」「工芸
美術」「書」の５つの部門から出
来ている総合美術展です。現代
作家の多彩な新作が一堂に勢
ぞろいするのが魅力です。たくさ
んの作品から、あなたのお気に
入りの一点を見つけ出そう！

田淵行男細密画展「蝶の近縁種」
田淵行男記念館 安曇野髙橋節郎記念美術館

令和8年 3月31日火～6月28日日
特別展「見る・聞く・うるし」
令和8年 9月12日土～12月6日日

前期企画展「望月桂   自由を扶くひと
―犀川凡太郎の人生漫歩―」

令和8年 5月10日日～8月30日日

安曇野市文書館
ぜん かく てんき き もち かつらづき じ ゆう たす

さい かわ ぼん ろう じん せい まんた ぽ

6 414

第118回日展
安曇野展

※25～28は
防虫作業による
休館

2 31 2月頃予定

田淵行男写真展「槍・涸沢百景」 田淵行男写真展「北安曇野の四季」

22 令和9年4月まで
杉本誠収集作品展

土１０月３日　・４日日

年末年始休館
月 月１２月２8日　 ~１月4日

※臼井吉見文学館、文書館は
　1月4日　開館

注
目
の
展
覧
会

28

15 2月末日

28 2月末日

1

冬季休館

冬季休館

冬季休館

安曇野市美術館

宮田亮平《シュプリン
ゲン25-2》
金属の作品です。題
名の「シュプリンゲン」
とは、ドイツ語で「飛
び跳ねる」という意味。
さて、何が飛び跳ねて
いるのかな？

田淵行男が描いた蝶の細密画の

中から近縁種を選び、比較して違

いを楽しめるように展示をします。 田淵行男
「オオイチモンジ成虫」
1947年

髙橋節郎と安曇野からイメージし

て作品作りをした３人のアーティスト

を、髙橋作品とともに紹介します。

いつも気にしていないものを見た

り、音を聞いたりしてみよう。 見えるように工夫した風の渦

明科出身の画家　望月桂が残した日記や原

稿等の資料を通して、明治・大正・昭和を

生きた望月の生涯や思想を紹介します。

望月桂  自画像　（『漫文漫画』より）

31 2 6 12 6
春の企画展「髙橋節郎と安曇野」

●8.8-18:00～20:00
　ナイトミュージアム

特別展「見る・聞く・うるし」
8 2月

冬の企画展「星を巡る」

18 27 7 29 16 7
夏季企画展　戦前の観光信州  －そのとき、安曇野は？－
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